
5,工 :ジアごとの現状と課題

【′Jヽ曲霞エリア】

(1)I見】犬

小曲調エリアは、町国市の北部に位置し、多摩市や八王子市の多摩ニュータウンに接する

地域です。多摩丘陵の大きな緑地帯を抱え、一帯が鶴見川の源流域となっており、複数の尾

根と谷戸によって構成される丘陵地です。

大部分は市衡化調整区域となっており、農地も多ぐ、里山の原風景を今に残す自然環境豊

かな地域ですb

小曲囲緑地の一部は、1961年 に風致地区に指定されま:し た。また、その他のまとまったみ

どりも都市計画緑地や東京都保全地域の歴史環境保全地域などに指定され保全されていま

す6

(2)地域特性

①自然環境

ア.地形     i
妄也城のほぼ全城が丘陵地にあり、多摩市との境にある標高 150m前後の尾根を最高に、

起伏に富んだ複雑な地形が見られます。そのため多くの谷戸が点在しており、谷戸曲と

農地が=体となった谷戸を形成しています。

イi辱絵見

起伏に富んだ地形によってつくられる様々な跳望が見られます。空間の開けた場所で

は尾根の稜線の随所で見られ、場所によっては大山・丹沢の麹並みや、その向こうにそび

える富士山を望むこともできます。また河川や衝道沿いからは、丘陵の稜線の緑が帯の

ように連なる姿を見ることもできます。

地域内には多くの吉道があり、歴史的な趣と豊かな自然が融合した景観が形成されて

います。

②社会環境

ア.人口・世帯数

イコ歴史

奥州への古い衝道沿いに発達した由緒ある里です。小山田一族は桓武平氏の出であり、

城主有重の子ら6兄弟は鎌倉幕府の後H家人として大活躍したことが知られています。小

曲田城址は大泉寺にあります。

4 弩

ウ.観光・コミュニテイ(活動団体等)等

○鶴見川源流保水の森  ○都立小山田緑地

○小山田ブルーベリー園 ○小山田苗層

○蓮田公園 (予定)   ○尾根緑道

工 団体   X
ONPO法 人鶴見川源流ネットワーク

○小曲田中部衝づくり協議会

○小山田の森委員会

(3)地域の課題      :

●住民の日常生活の不lと便性・安全性の向上

●農業に従事している住民の高齢化や後継者不足

0手入れの行き届かない樹林地・農地の増加

○大谷里曲農園

○市立室内プール

○鶏中谷戸街づくり協議会

Olネ士lま ちやま

○町躙マウンテンバイク友の会

15,837   33,831  16,914  16,9召 7

地域 世帯数 人口 男 女

町霞南総数 201,449 429,645 2¬ 0,甍 21 219,524

′|ヽ躍平8各田T 1.()ど17 tl:71あ 1.9〔37 1.809

上小』」田野 1.801 4.686 2,351 2.335
下小』菫霞町 1.789 3.864 1.904 1.960

赤E原田子 7:て〕らあ 14.9,)7 7.24て 1 7.6ど14

三輸障 3.204 6.63こユ 3:509 こ].129
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2と 工iジ アごとの取組

側 山ヽ田正リア】

1と 地域のビジヨン(たたき台)

地域住民と来訪者が交流し、お互いに居心地のよさを感じることができるよう、塁曲を

再生することから環又組を進めていきますと

本エリアでは以下のビジョンを掲げ、リーディングプこlジ エクトを推進していきます。

○地域住民の安全・安心につながる里山環境の再生

○多様な主体の連携 '協働による豊かな農環境・資源の活用、自然資源の活用

2.リーディングプ ジェクト(案 )

だれもが居心地のよさを

感じることができる里山環境の再生と活用

プロジェクト

①自転車や散策などを楽しむ来訪者の体憩、地域住民と来訪者が交流する場の整備 (交流回

遊拠点)

②小歯調小学校北側のぼ:林 をはじめ、630号線沿線の鈎林を再生し、地域の子どもたちや住

民、来訪者が森を楽しみ、マウンテンパイクやドローン、ジップラインなどをはじめとす

る活動ができる場を整備

1 拠点施設の整備

プロジェクト

農を活用した地域の賑わいの

創出

農業が盛んな地域の特性を活かし、「農」をテーマとして農業従事者や地域住民・来訪者が

交流する場の倉1出 (例 :観光農園)→環壌の充実           ・

2

プロジェクト

①民間事業者等と連携・協働し星曲環境を活用して地域の活性化や環境の保全につながる事

業の実施

② (仮称)里ば彗クリーンアップキャンペーンといった環境の再生・保全の取組の企画・実施

③曲林の再生により発生した木材を活用できる場の整備

3 新たな取組の定着化
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【小野路エリア】

(1)I見】犬

よ|二 ::●

イ.歴史

「奈良ばい」は小山田氏や後北条氏の出城であった小野路城と小曲露城を結ぶ城道で

した。小野路城址、小町井戸などの史跡を含め、当エリアの南部は東京都歴史環境保全地

域に指定されています。

ウH観光・コミュニティ(活動団体等 )等

○小野路宿塁曲交流館      ○小島資料館     ○ヨリドコ小野路宿

○小野路宿通 り         ○野津田公園     ○小野路ブルーベリー園

○ハンドメイ ドの二房 (家具工房 KASttO、 曲崎ギターエ房t尺八工房 ふなぎら、

絶葉窯陶芸教室)

小野路エリアは小曲田エリアと同様に、町田市の北部に位置し、多摩ニュータウンに接す

る地域てヽ`す。多摩丘陵の大きな緑地帯を抱え、鶴見川の源流域となっており、複数の尾根と

谷戸によって構成される丘陵地です。谷 FE目 を走る街道沿いに街髄みが形成され、江戸時代に

宿場としてにぎわった小野路宿や寺社など歴史的資源が点在しています。

大部分は市街化調整区域となっており、農地も多く、皇曲の原風景を今に残す自然環境豊

かな地域です。

圏の「生物多様性保全上重要な塁ユ也里山」として「図師小野路歴史環境イ呆全地域及び奈良

ばい谷戸どが選定されています。

(2)地域特性

①自然環境

ア.地形

地域のほぼ全城が丘陵地にあり、起伏に富んだ複雑な地影が見られます。そのため多

くの谷戸が点在しており、谷戸曲と農地が一体となった谷戸の景観を形成しています。

イ.景観

起伏に富んだ地形によってつくられる様々な眺望が見 られます。空間の開けた場所で

は尾根の稜線の随所で見られ、場所によっては大曲・丹沢の曲並みや、その向こうにそび

える富士曲を望むこともできます。また河服や街道沿いからは、丘陵の稜線の緑が帯の

ように連なる姿を見ることもできますも

小野路城址、万松寺など、地域の歴史・文化を物語る景観が見られます。地域ぬには多

くの古道があり、歴史的な趣と豊かな自然が融合した景観が形成されています。

②社会環境

ア,人園・世帯数

15,837   33,83¬   16,914  16,917

工 団体

ONPO法 人小野路衝づくりの会

ONPO法 人みどりのゆび

Oおおるリファーム

ONPO法 人まちだ結の塁

○あした農場

○小野路ぶどう園

(3)地域の課題

●農業に従事している住民の高齢化や後継者不足

0手入れの行き届かない樹林地・農地の増加

●地域住民が安心して暮らせる環境整備

地域 せ帯数 人園 男 女

町田市総数 201,449 429,645 210,121 219,524

ザ1ゝ建予吊罫田T 1.9F17 3.716 1.907 1.809

上′!ヽ 山田障 職.801 4.686 2.B51 2.ARら

下小曲田町 1.789 B.864 1,904 1.960

相原隠T 7.0ら Fi 14.(み ク7 7.ク 4R 7.684
三輪節 a.クてう4 ム.△ 1lR A.ら09 R.1ク 9
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側野ヽ路エリア】.

1産 地域のビジヨン(たたき台)

多様な担い手との連携・協働・交流により、貴重な塁曲や営農環境のr果全と継承を推進

し、居心:色のよさを感じることができるよう〔里曲を活用する取組を進めていきます。

本エリアでは以下のビジョンを掲げ、リーデイングプロジェクトを推進していきます。

豊かな自 ・歴史資源や

農環境を活用した交流の促進

○多様な主体の連携・協働による豊かな農環境・資源の活用、自然資源の活用

○民厨日ヨ事業者等と連携した里曲環境の積極的な活用

2!リーデイングプロジエクト(案 )

プロジエクト

1 3園

持続可能な保全につながる小野路町に多い竹林の再生、竹材を活用したワTク シヨツプのF汗尋

催や食晶の開発などにより、地域への来訪者促進につなげる

1 竹林の再生と活用

プロジェクト

21 3 □2 新たな取組の定着f逸

①散策ルートの再整備

実施② (仮称)塁曲クリ―ンアップキャンペーンの企画

2022  2023  2024  2025  2026  砲縫舞轟5年対応する
基本方針

る

基本方針
2022  2023  2024  2025  2026  給後舅露5年

|

|
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【相原エリア】

(1)現】犬

相原エリアは、習丁出市の西端に位置し、八王子市、相模原市に隣接する東西に細長く南北
に高低差がある地域です。地域を横たわるように多摩丘陵の緑地帯が連なり、丘陵地の南側
に境サ1子 が流れ、それに沿って町田街道が走っています。

八王子とつながる町田衝道はかつて「糸愚の道」と呼ばれ、街道沿いに衝譴みが形成されて

きました。1908年 には相原駅も開設されるなど、今回の地域の姿は比較的早い時期に形成

されています。また、高度成長期以降には複数の大学が立地しました。

地域北狽この大半は多摩丘陵の豊かな自然環境に恵まれ、これらは市衝化調整区域となって

います。地域の西端には境ナ:1の源流があり、この一帯は大戸緑地として保全されているほか、

野外活動や宿泊ができる市の施設として大地沢青少年センターが整備されています。

(2)地域特 1生

① 自然環境

_ア .地形

地域は東西に細長く、南を流れる境川付近から北に向かって、低地、台地、丘陵地が連

続しています。また境川からは幾筋の谷戸が広がり、町田市の地形の特徴が凝縮された

地域です。

イコ景観

西端の大戸緑地や地域北側の丘陵地には、豊かな樹林が残り、全体として緑豊かな景

観が見られます。一方で、多摩境駅を中心に、多摩境通り周辺は近年F汗]発整備が進み、緑

が少なくなるなど景観の急速な変化が見られます。また、地域を東西に貫く町]]衝道沿

いは、商業施設が建ち並ぶ一方で、子日街道の面影を残す場所も見られます。

②社会環境

ア.人口。世帯数

¬5,837   33,831  16,914  16,917

イ.歴史

町田街道の北側を中心に神社や寺が多く立地しています。円林寺、清水寺、諏訪神社な

どの寺社では、大きく育つた敷地内の立派な樹木や周辺の緑と一体となった景観が見ら

れます。清水寺のアカガシ群落は、市指定天然記念物にもなっています。また、青本家住

宅、長福寺、日端環状積石遺構(相原窯跡など、多くが文化財や史跡に指定され、地域の

歴史・文化を物語る景観が見られます。

ウ.観光・郵ミュニティ(活動団体等)等

○

工 団体

○

(3)士也域の課題

●住民の日驚生活の利便性・安全性の向上

0相原駅周辺のにぎわいづくりと生活を支える機能の向上

0多様な主体の連携・協r動のしくみづくり

|

|

地域 世帯数 人 口 男 女

町闘車総数 204,449 429,645 210,121 2瑕 91524

小野路町 1,987 とB.716 環.907 1.R09

上ザ|ヽ 山 E日 隣 1.F101 4t686 2.3とi刊 2.33Б

下ザ|ヽ 止医囲T 1.789 11.Rハ4 1.904 1.960

相原町 74056 14.927 7.24R 7.で;R4
三輪置T 3.204 6.638 3.509 て

1.職 29
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爛1靡喜

"ダ

I

1日 地域のビジヨン(たたき台)

既存の活動団体の機のつながりや地
'或

コミュニティを醸成し、多くの人が歴史や文化と

ふれあいながら塁山環境を活用していくための取組を進めていきます。

本エリアでは以下のビジヨンを掲げ>リ ーディングプロジエクトを推進していきます。

な主体の連携・ 働による

塁出環境の活用

○既に地域で活動している市民のF日写におけるビジョンの共有

③新たな活動を後押しする地域の基盤づくり

2と リーデイングプロジエクト(案 )

!. ・:l ir‐1.! と! ―.■ |||;■  |||:|!|■
ど! ,■「 ir i― ●_il● l r i■

=二
li二 i.■ 二!ェ」・■、.

|

|

1-
↓
．碑□ □

事業者等との連携など、量曲環境の活用につな地域住民や団体、 がる体制づくりに取り組む

1 新たな取組につながる体締」づくり

1
つ

い 回□

①塁曲を活用したア■トイベントの検討

②地域お活動する若い世代との連携 ,協働のしくみづくり

2 新たな取組の定着rと

る

基本方針
2022  2023  2024  2025  2026  そ登舅月5年

2022 2023 2024 2025 2026  後期 5年対応する
基本方針
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【三輪エリア】

(1)現状

三輪エリアは、町田市の北東部に位置し、そのほとんどが川崎市や横浜市に接する地域で

す。鶴見川やその支流の周辺イよ低地で、その他は丘陵地となっており、起伏の豊かな地域と

なっています。

1927年の小園急線鶴用駅のF汗号設を皮切りに土地区画整理事業などの麗的な整備によつて

農村から住宅地としての変遷を遂げましたが、三革命町には市衡化調整区域があり、横浜市ま

でつながるまとまったみどりが残つています。

国の「生物多様性保全二重要な塁地里曲」として「三輪町の森とが選定されています。(環

境マス)

(2)地域特性

①自然環境

ア=地形
町田市の北東音るに位置し、川崎市や横浜市に隣接する地域です。河川や街道沿い、小田

急線沿いの低地部分から幾筋もの丘陵の庭根が連なるなど、高低差に富み、起伏が豊か

な丘陵地の地形が見られます。

緑豊かな丘陵の尾根に囲まれた住宅地や、量曲や谷戸の国園風景がみられる一方で、

鶴川団地など面的な整備が行われてきました。近年でも大規模な宅地F汗写発が行われるな

ど、急激に変化している景窪見も見られまお。

イ=景観

妙福寺周辺を合む一帯には、緑が深く典型的な谷戸の景観が見られます。幾筋もの尾

根と谷によって複雑に入り組んだ地影はこさまざまな場所からさまざまな方向に眺望を

体験することができます。地形の低い場所を流れる鶴見用や真光寺川からは、F日尋近に連

る緑の斜面の尾根線が見られます。

②社会環境

ア主人口・世帯数

15,837   33,831  ¬6,914  16,917

イ.歴史

特に三輪町や能ヶ谷町の丘陵地には、緑豊かな自然環境と一体となった西谷戸横穴墓

群や寺社など、他の地域と比べても多くの歴史的資産が残ります。

また、文化財に指定されているものもあります (妙福寺祖自頭堂・本堂鐘桜門・高麗閣、

熊野神社本殿、白洲次郎・正子旧宅)。

ウェ観光・コミュニティ(活動団体等)等

○

工 団体

○

(3)地域の課題

●住民の日常生活の利便性・安全性の向上

0住宅地の特性に応じた住環境の維持・更新

●多様な主体の連携・協働のしくみづくり

地域 笹帯数 人 口 男 女

町霞市総数 20¬ ,449 429,645 210,421 219,524

ホ彗路田T 1.(〕 R7 3,716 職.907 1.809

上小山田匠 1.80¬ 4.686 2.11'i鳴 ク.てltlら

下小腱田町 1.789 B.864 ¬.904 4.9ハ 0
ホロ原置T 7.て)ら Δ 14.9ク 7 7.24〔3 7.684
三輪障 含.2て)4 て缶.6■4rζ R.「 iてう9 3,129
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【三輪工1ジア】  _
lE地域のビジヨン(たたき台)

国体の活動や取組を通して多くの人が地域の自然・歴史・文化資源にふれあうことがで

きる塁山環境の実現につながる取組を進めていきます。

本エリアでは以下のビジヨンを掲げ、リーデイングプこlジ ェクトを推進していきます。

自然宇歴史・ 化資源にふれあえる

里出環境の実現

○既に地域で活動している市民の間におけるビジヨンの共有

○自然・歴史 。文化資源への地域の理解促進

2ロ リーデイングプロジエクト(案 )

プロジェクト

竜 3

美しい谷戸囲のある風景などの豊かな自然環境の保全に取り組みます。また、多くの人が自

然環境を通じた学びや歴真にふれあえる機会を充実していきます志

1 既存の計画に基づく事業の推進

2322  2023  2024  2025  2026  全盗要舞5年対応する
基本方針
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